シラバス案
	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	外国語科・英語コミュニケーションⅡ
	4
	



１　学習の到達目標等
	科目の目標
	外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の5つの領域において言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。
具体的な活動・領域は以下の通り。
(1) 聞くこと
日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図，概要や要点，詳細を目的に応じて把握することができるようにする。
(2) 読むこと
日常的・社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図，概要や要点，詳細を目的に応じて把握することができるようにする。
(3) 話すこと[やり取り]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。
(4) 話すこと[発表]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。
(5) 書くこと
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，聞いたり読んだりしたことを基に，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。

	使用教科書・・
副教材等
	Revised ELEMENT English CommunicationⅡ(CⅡ061-901)，ワークブック，サブノート



２　英語コミュニケーションⅠの評価の観点，規準及び評価方法
	観点
	①知識・技能
	②思考，判断，表現
	③主体的に学習に取り組む態度

	聞くこと
	[知識]
英語の特徴やきまりに関する事
項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について話された文等を聞いて，その内容を捉える技能を身に付けている。
	コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や概要，要点を捉えている。
	外国語の背景にある文化に対する理解を深め，話し手に配慮しながら，主体的，自律的に英語で話されることを聞こうとしている。

	読むこと
	[知識]
英語の特徴やきまりに関する事
項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について書かれた文等を読んで，その内容を捉える技能を身に付けている。
	コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，必要な情報を読み取り，書き手の意図や概要，要点を捉えている。
	外国語の背景にある文化に対する理解を深め，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に英語で書かれたことを読もうとしている。

	話すこと[やり取り]
	[知識]
英語の特徴やきまりに関する事
項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して伝え合う技能を身に付けている。
	コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，情報や考え，気持ちなどを，話して伝え合うやり取りを続けたり，論理性に注意して話して伝え合ったりしている。
	外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，話し手に配慮しながら，主体的，自律的に英語を用いて伝え合おうとしている。

	話すこと[発表]
	[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題などについて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して話して伝える技能を身に付けている。
	コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して話して伝えている。
	外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手に配慮しながら，主体的，自律的に英語を用いて話そうとしている。

	書くこと
	[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題などについて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して書いて伝える技能を身に付けている。
	コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題などについて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意して書いて伝えている。
	外国語の背景にある文化に対する理解を深め，読み手に配慮しながら，主体的，自律的に英語を用いて書こうとしている。

	
	a. 活動観察 ／ b. パフォーマンステスト ／ c. 課題の提出 ／ d. ペーパーテスト














3　学習計画及び評価方法等
	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	

	１学期
１学期
	４　～　７
５
６

７
	中間考査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末考査
	Lesson 1
Unlock a Door to a New World
	〈聞くこと〉
・生徒同士の日常会話と，英語の形容詞に関する講義を聞き理解する。
〈読むこと〉
・The Power of Languageを読み，要点を理解する。
・複合関係代名詞・複合関係形容詞，be動詞＋to不定詞を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・The Power of Languageの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・翻訳できない言葉をどう説明すべきか，話し合う。
〈書くこと〉
・翻訳できない言葉を使って，かるたのカードを書く。
	
〇


〇
〇


〇

〇

〇
	
〇


〇



〇

〇

〇
	
〇


〇
〇


〇

〇

〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 2
Words That Inspire People
	〈聞くこと〉
・生徒同士の日常会話と，偉人の言葉に関する説明を聞き理解する。
〈読むこと〉
・Stay Hungry, Stay Foolishを読み，要点を理解する。
・現在完了形／現在完了進行形，分詞の限定用法を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・Stay Hungry, Stay Foolishの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・困難な状況にある友人に対して，偉人の言葉やことわざを引用して励ます。
〈書くこと〉
・相手を励ますために用いることのできる，ことわざを考える。
	
〇

〇
〇


〇

〇


〇
	
〇

〇



〇

〇


〇
	
〇

〇
〇


〇

〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 3
Universe and Our Culture
	〈聞くこと〉
・星空観望イベントに参加する生徒の会話と，プラネタリウムでの解説を聞き理解する。
〈読むこと〉
・The Art of the Night Skyを読み，概要や要点を理解する。
・名詞の同格／コロンによる追加説明，疑問形容詞＋名詞＋to不定詞を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・The Art of the Night Skyの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・星の並びを使った物語のアイデアについて話し合う。
〈書くこと〉
・星の並びを何かに見立てて，オリジナルの物語を書く。
	
〇


〇
〇


〇

〇

〇
	
〇


〇



〇

〇

〇
	
〇


〇
〇


〇

〇

〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 4
Living in the Dark Century

	〈聞くこと〉
・ホロコーストの生存者へのインタビューと，談話を聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・Life in a Jarを読み，概要や登場人物の心情を理解する。
・さまざまな分詞構文，完了形の受動態を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・Life in a Jarの内容についてリテリングを行う。
・戦争が子どもたちにもたらす影響についてプレゼンテーションを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・ホロコーストから逃れた子どもたちがどのようなことに苦労したかを想像し話し合う。
〈書くこと〉
・戦争が子どもたちにもたらす影響について，プレゼンテーションのアウトラインを書く。
	
〇


〇
〇


〇
〇


〇


〇
	
〇


〇



〇
〇


〇


〇
	
〇


〇
〇


〇
〇


〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Further Reading 1
The True Story of the Bear behind the Winnie-the-Pooh
	〈読むこと〉
・The True Story of the Bear behind the Winnie-the-Poohを読み，概要やストーリー展開を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・Another Story of the Turtle and the Rabbitの最も印象的だった場面を説明する。
	
〇


〇
	
〇


〇
	
〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Communication in Practice 1
	〈読むこと〉
・世界幸福デーについてのウェブサイトを読み，必要な情報を読み取る。
〈話すこと[やり取り]〉
・幸福度ランキングの結果を踏まえて，幸福度の高い国に住みたいかどうか話し合う。
・どのような瞬間に幸せだと感じるか話し合う。
〈書くこと〉
・自分が幸せだと感じた瞬間についてSNSに投稿する。
	
〇


〇

〇

〇
	
〇


〇

〇

〇
	
〇


〇

〇

〇
	a
b
c

	
	《課題・提出物等》Lesson 1, 3のSpeaking & Writing，Communication in Practice 1やワークブックの問題を課題として出す。

	
	《第１学期の評価方法と割合》
1. 評価対象；a. 授業に対する意欲 / b. 発表(内容・態度) / c. 課題等の提出(内容・態度) / d. 小テスト・定期考査
2. 評価方式：a. 授業に対する意欲〇％ / b. 発表〇％ / c. 課題等の提出〇％ / d. 小テスト・定期考査〇％






	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	

	２学期

	８ ～ １２
	中間考査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末考査
	Lesson 5
Designing the World
	〈聞くこと〉
・ウェブサイトのデザインに関する会話と，フォントのもたらす効果についての講話を聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・The Story of Fonts behind Motorway Signsを読み，概要や要点を理解する。
・関係副詞の非限定用法，結果・程度を示すso/such ~ thatを用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・The Story of Fonts behind Motorway Signsの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・文化祭のポスターについて，どちらのデザインが優れているか話し合う。
〈書くこと〉
・文化祭のポスターについて，どちらのデザインが優れているか生徒会に助言するメールを書く。
	
〇


〇

〇


〇


〇


〇
	
〇


〇




〇


〇


〇
	
〇


〇

〇


〇


〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 6
How Our Minds Work
	〈聞くこと〉
・お祭りでの生徒の会話と，不合理な判断をした経験についての語りを聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・Predictably Irrationalを読み，概要や要点を理解する。
・itを用いた強調構文，助動詞+have+過去分詞を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・Predictably Irrationalの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・物事を先延ばしにする心理についての実験結果を予想し，その理由について話し合う。
〈書くこと〉
・物事を先延ばしにする心理についての実験結果を予想しその理由を書く。
	
〇
〇

〇
〇


〇

〇


〇
	
〇


〇



〇

〇


〇
	
〇
〇

〇
〇


〇

〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 7
The Quiet Infrastructure
	〈聞くこと〉
・郵便局での会話と，運河についてのニュースを聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・The Box That Made the World Smallerを読み，概要や要点を理解する。
・倒置，whatを用いた強調構文を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・The Box That Made the World Smallerの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・世界で起こっている飢餓に対して，どう対処すべきか話し合う。
〈書くこと〉
・世界で起こっている飢餓に対して，どう対処すべきか書く。
	

〇

〇

〇

〇


〇

〇
	

〇

〇



〇


〇

〇
	

〇

〇

〇

〇


〇

〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 8
Cultures around the World
	〈聞くこと〉
・待ち合わせに遅れた生徒の会話と，時間感覚についての講義を聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・The Culture Mapを読み，概要や要点を理解する。
・形式目的語のit，対応する能動態を持たない受動分を含んだ文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・The Culture Mapの内容についてリテリングを行う。
・海外の生徒の質問に答えるためのビデオメッセージを作成することができる。
〈話すこと[やり取り]〉
・文化差について論じることがステレオタイプに繋がるか，話し合う。
〈書くこと〉
・ビデオメッセージを作成すためのアウトラインを考える。
	
〇


〇
〇


〇
〇

〇

〇
	
〇


〇



〇
〇

〇

〇
	
〇


〇
〇


〇
〇

〇

〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Further Reading ２
Miss Moore Thought Otherwise
	〈読むこと〉
・Miss Moore Thought Otherwiseを読み，登場人物の心情を理解したり，ストーリー展開を理解したりする。
〈話すこと[発表]〉
・Miss Moore Thought Otherwiseの最も印象的だった場面を説明する。
	
〇


〇
	
〇


〇
	
〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Communication in Practice 2
	〈読むこと〉
・意見投稿サイトに書かれた自動運転に関する投稿を読み，必要な情報を読み取る。
〈話すこと[やり取り]〉
・自動運転に賛成か反対か，それぞれの立場で相手を説得する。
〈書くこと〉
・AIが教師にとって代わるかについて，意見投稿サイトに返信を書いて投稿する。
	
〇


〇

〇
	
〇


〇

〇
	
〇


〇

〇
	a
b
c

	
	《課題・提出物等》Lesson 5, 7のSpeaking & Writingやワークブックの問題を課題として出す。

	
	《第２学期の評価方法と割合》
1. 評価対象；a. 授業に対する意欲 / b. 発表(内容・態度) / c. 課題等の提出(内容・態度) / d. 小テスト・定期考査
2. 評価方式：a. 授業に対する意欲〇％ / b. 発表〇％ / c. 課題等の提出〇％ / d. 小テスト・定期考査〇％








	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	

	３学期
	１　～　３
	学年末考査
	Lesson 9
Shedding Light on Green Myths

	〈聞くこと〉
・環境に優しい暖房器具を選ぶ男女の会話と，グリーンウォッシュ関するプレゼンテーションを聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・Is It Really Green?を読み，概要や要点を理解する。
・複合関係副詞，さまざまな条件を表す接続詞を用いた文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・Is It Really Green?の内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・どんな環境に優しい行動ができるか，またそれがうまくできない理由は何か話し合う。
〈書くこと〉
・環境に優しい行動について，質問投稿サイトに助言の返信を書く。
	
〇


〇
〇


〇

〇


〇
	
〇


〇



〇

〇


〇
	
〇


〇
〇


〇

〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Lesson 10
From Dialogue to Resolution
	〈聞くこと〉
・博物館での教師と生徒の会話や，ガイドの説明を聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・Colonial Collectionsを読み，概要や両者の言い分を理解する。
・仮定法の慣用表現，that節内が仮定法現在となる動詞を含む文の構造を理解する。
〈話すこと[発表]〉
・Colonial Collectionsの内容についてリテリングを行う。
〈話すこと[やり取り]〉
・文化財の帰属をめぐり，博物館側と返還請求側に分かれて交渉を行う。
〈書くこと〉
・相手を説得するために，どのような論拠を用意すべきか考えて書く。
	
〇


〇

〇


〇

〇


〇
	
〇


〇




〇

〇


〇
	
〇


〇

〇


〇

〇


〇
	a
b
c
d

	
	
	
	Communication in Practice 3
	〈聞くこと〉
・科学館での月面に関する説明を聞き取り理解する。
〈読むこと〉
・NASAテストの説明を読み，必要な情報を読み取る。
〈話すこと[やり取り]〉
・月面で生き残るためにどのアイテムを持っていくべきか，優先順位をつけて話し合う。
〈書くこと〉
・月面で生き残るためにどのアイテムを持っていくべきか，優先順位をつける。
	
〇

〇

〇


〇
	
〇

〇

〇


〇
	
〇

〇

〇


〇
	a
b
c

	
	《課題・提出物等》Lesson 9のSpeaking & Writingやワークブックの問題を課題として出す。

	
	《第３学期の評価方法》
1. 評価対象；a. 授業に対する意欲 / b. 発表(内容・態度) / c. 課題等の提出(内容・態度) / d. 小テスト・定期考査
2. 評価方式：a. 授業に対する意欲〇％ / b. 発表〇％ / c. 課題等の提出〇％ / d. 小テスト・定期考査〇％

	《学年の評価方法と割合》
①知識・技能，②思考・判断・表現，③主体的に学習に取り組む態度の３つの観点から，表した各学期の成績を総合的に判断して，年間の評価とする。



